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Life with Football and its Maintenance :
A Case Study of Japanese Football Immigrants




The purpose of this research is to clarify how Japanese football immigrants in Cambodia are 
making the living football life. As a result of an interview survey on the first Japanese professional 
football players in Cambodia, the following findings were clarified. Daily living relationships such as 
encounters and events with various people are important for maintaining a life with football. Daily 
living relationship was defined as "Living Capital". "Living Capital" accumulated through daily life 
can lead to stable in both life and survival. In all social situations "Living Capital" does not develop a 
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を続け大学卒業後に一般企業を経て GS 社に就職したT氏への聞き取り調査を行った。2017 年 2
月6日～9日に、それぞれ90分程度の聞き取り調査を行うと同時に、S氏の仕事（孤児院でのサッカー
指導など）に同行し参与観察を行った＊5。また、S氏への聞き取り調査は、カンボジアでの現地調





人口は、1,506 万人（2015 年）でそのうち 183 万 5 千人が首都プノンペンに居住している。世代別
人口（2008 年）をみると、14 歳以下 33.7%、15 歳以上 64 歳以下 62.0%、65 歳以上 4.3% となっており、
1970 年代のポル・ポト政権下での飢餓や虐殺の影響が大きい。公用語はクメール語で、仏教を国
教とする宗教国家である。近年の経済動向をみると、2004 年から 2007 年までの 4年間、10%を超














留意しなければならない。主要援助国の支援額を見ると、中国 318 百万 $、日本 153 百万 $、米国
86 百万 $（2014 年推計値）となっており、日本の影響力も少なくない。現在、在留邦人は 2,800 人
（2016 年）で、日本人商工会には 238 社が入会している。
　国際的な援助は、教育の分野でも盛んに行われている。カンボジアの教育制度を研究するピン・
チャンキア（2013）によると、1979 年にポル・ポト政権が崩壊し、新政権は自由と平和の象徴と
して積極的に教育を推進した。しかし、1979 年に再開された 5,290 校の小学校は、1983 年には 3,005
校まで減少し、就学率は首都プノンペンでは 90% 程度であったものの、農村部では 30 ～ 40% 程

























Life with Football and its maintenance: A Case Study of Japanese Football Immigrants in the Kingdom of Cambodia











　カンボジアのプロサッカーリーグでは、3月から 10 月の期間、ホーム＆アウェー方式で 12 チー







　プロ契約を結ぶ選手は、カンボジア人選手の場合、下位チームで月給 150 ～ 250$（2 万円～ 3万





　外国人枠は 5名で、試合には常時 3名とアジア人選手 1名が出場できる。外国人選手の月給はカ
ンボジア選手の2倍ほどで、下位チームで300～500$（4万円～6万円）、上位チームで、3,000～4,000$
（30 万円～ 50 万円）といわれている。カンボジアでプレーする多くの日本人選手は実績が乏しく、
決して十分なサラリーを受け取っているわけではない。しかし、「日本食を食べたらアウトだけど、
ローカル食を食べるんであれば十分やっていける」とO選手は話す。プノンペン市内には、東南
アジアで多く見られるような屋台やフードコートがたくさんあり、1食 2 ～ 3$（300 円前後）で済
ませることができる。
　2017 年シーズンに在籍している日本人選手は 11 名（7チーム）となっている。以下に、それぞ
れの選手が所属したチームのカテゴリーを示す。高校については、全国大会常連校を「強豪高校」、
地区大会・県大会上位校を「中堅高校」とし、大学は所属リーグ名を記した。
A…（26 歳）：強豪高校→東海学生 1部→ J2 → JFL →カンボジア
B…（25 歳）：強豪高校→関東学生 1部→ J3 →シンガポール 1部→カンボジア
後藤　貴浩
38
C…（25 歳）：中堅高校（U-17・19 日本代表）→関西学生 1部リーグ→シンガポール 1部→カンボ
　　　　　…ジア
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体の 2～ 3割となっている。収入の 5割を占めるのは、日系企業（トヨタ、ヤマハなど）をスポン
サーとするイベントで、その他ローカルを対象とした小規模（地元の飲食業などからのスポンサー












9時から 20 時まで事務所でイベントの準備や報告書の作成などの事務作業を行う。木曜日も 9時
から 12 時および 15 時から 18 時まで事務作業をした後、19 時から 21 時まで「大人の個サル」（大
人を対象にした個人参加型のフットサル教室）の指導にあたる。教室は、エンジョイコースと中級
コースの 2つに別れており、計 15 名の登録会員うち毎回 10 名程度が参加する。会費は、1回 5 ド
ル（カンボジア人と日本人女性は半額）となっている。金曜日は 9時から 12 時までの事務作業の
あと半日の休みとなる。
　土曜日は、朝 7時に事務所を出て、バイクで 50 分ぐらいのところにある日本人補習校の年少ク
ラスで 8時から 12 時まで補助教員として日本語、運動遊びを指導する。これは、もともとO選手
と S氏が 2か月に 1度ほどサッカー指導などのボランティア活動をやっていたもので、教員免許
を持つT氏を採用したことを機に（2016 年）、正式な補助教員の派遣業務を請け負うこととなった。
午後からは、15 時から 18 時まで子どものサッカースクールの指導にあたる。スクールは 6歳以下、
10 歳以下、15 歳以下の 3コースが設定されており、計 40 名の会員が登録している。毎回の練習に
は、各コース 10 名程度（計 30 名弱）が参加する。8割が日本人（カンボジア人は 2割）で、その
うち 6割がインターナショナルスクール、4割が日本人学校に通っている。スクール料金は（創設
以来 5年間同額だったが、今年から改定）、入会金（年会費）100 ドル（ユニフォーム代含む）、月
会費 60 ドル（毎月 8回の練習）となっている。都度払い会員（入会金 100 ドルは必要）は、1回
10 ドル（非会員は 1回 15 ドル）で参加することができる。いずれもカンボジア人は日本人の半額
となっている。また、10 歳以下と 15 歳以下のコースでは、月に 1・2 回程度ローカルチームと練
習試合を実施している。
　日曜日も、午前中は子どものサッカースクールの指導にあたり、午後はほとんど毎週フットサ












と GS 社の共催という形で、日本のチーム（岐阜県選抜など）や 14 歳以下カンボジア代表、シン
ガポールの G社のスクールチームなどが参加して行われる。もう一つは、昨年（2016 年）から開
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催している「Toyota…Junior…Cambodia…Cup」である。これは、まずプノンペン市内 24 校の小学校
に予選大会の招待状を持参し、サッカークリニックを実施する（2016 年は約 5,000 人参加）。そし
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＊ 6… カンボジアに関する基礎情報は外務省 HP（2017 年 5 月 11 日取得，http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/
cambodia/data.htm）及び独立行政法人日本貿易振興機構アジア経済研究所HP（2017 年 5 月 11 日取得，http://
www.ide.go.jp/Japanese/index.html）から得た。
＊ 7… 小学校の最終学年に達する児童の割合のこと。
＊ 8… 外務省HPを参照のこと（2017 年 5 月 12 日取得，http://www.mofa.go.jp/mofaj/p_pd/ep/page22_001221.html）
＊ 9… 首相官邸 HP参照のこと（2017 年 5 月 12 日取得，http://www.kantei.go.jp/jp/96_abe/statement/2013/0907ioc_
presentation.html）
＊10… 2016 年にカンボジアリーグに進出したアルビレックス新潟シンガポールは 1年限りで撤退した。
＊11…「カンボジアンタイガーFC」のHPを参照のこと。（2017 年 5 月 16 日取得，http://www.cambodian-tiger.com/）











ウトを受けプロサッカー選手となった。2012 年までの 11 年間、計 6チームに所属し、Sリーグにおける日本人
最長在籍期間及び最多出場試合を記録。その間、リーグカップや Sリーグ優勝を経験。プロサッカー選手として
の活動の傍ら、2005 年に少年少女のサッカースクール G社を設立。2009 年から事業を本格化させ、幼稚園児か
ら高校生までのサッカースクールのほか、フットサル教室・イベントなどを展開。その他、幼稚園での運動遊び
の指導、障がい者向けサッカー教室、日本人選手の Sリーグトライアアウトアレンジなどを手掛けてきた。現在、
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